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１．はじめに

2018年８月13日（ 月） 10： 00～12： 00にフィ
リピンのマニラ市イント ラムロスにある

P h i l i p p i n e B u s i n es s  f or  S oci a l  P r og r es s（ 以
下P B S P ） を訪問、 D i r ect or  f or  O p er a t i on の
E l v i n  I v a n  Y .  U y 氏および I B  C en t er （ インク
ルーシブ・ ビジネスセンター） のD i r ect or で
ある C a r o l i n e G r a ce P ed r a g os a 氏と面談を
行った。訪問の目的は、筆者が行っている

N G O 研究の一環で、 P B S P のブリーフィング、
筆者の研究についてのプレゼンテーションおよ

びディスカッションであった。本報告は、その

概要に関する報告である。

２．キー概念の検討

P B S P の訪問記に入る前に、 P B S P の活動に
関連する重要事項であるソーシャルビジネス、

コレクティブ・ インパクト、インクルーシブ・

ビジネスの３つについて検討を行う。

（ １） ソーシャルビジネス（ Social Business）

　 ソーシャルビジネスというビジネスモデル

は、 Y u n u s（ 1997） がバングラデシュのジョブ
ラ村での少額の貸付金から始めたグラミン銀行

（ マイクロファイナンス） をベースに、グラミ

ングループが展開している一連のビジネス１で

採用されているビジネスモデルである。Y u n u s
（ 2010、邦訳書32頁） では、２つのタイプのソー
シャルビジネスすなわち、「 社会問題の解決に

専念する『 損失なし、配当なし』 の会社で、企

業を所有する投資家は、上がった利益をすべて

ビジネスの拡大や改善に再投資する」 もの（ タ

イプⅠのソーシャルビジネス） と、「 貧しい人々

が所有する会社」（ タイプⅡのソーシャルビジ

ネス） としている。すなわち、貧困者の営利企

業を除く営利企業によるビジネスは社会問題を

解決するという目的であっても、ソーシャルビ

ジネスには含まれない。

　ソーシャルビジネスという言葉に似た言葉に

ソーシャル・ エンタープライズ（ 社会的企業）

という言葉があるが、これは「 社会問題をビジ

ネスで解決する企業」 と定義することができ、

非営利、営利いずれも含まれる。したがって、

ソーシャル・ エンタープライズの全てがソー

シャルビジネスになるとは限らない。

　なお、このテーマにおけるフィリピンの著名

な研究者である D eca n a y （ 2013） は、「 貧困者
を主要なステークホルダーとする社会的企業

（ S E P P S :  S oci a l  E n t er p r i s es  w i t h  t h e P oor  a s  
P r i m a r y  S t a k eh ol d er s）」 というモデルを提案
し、事例研究を行っている。

（ ２） インクルーシブ・ ビジネス（ inclusive 

business）

　 世界金融公社（ I n t e r n a t i o n a l  F i n a n c e 
C or por a t i on、以下I F C ） では、インクルーシブ・
ビジネス・ モデルを「 B O P ２層を消費者、生産
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　１　具体的な展開については、 Y u n u s（ 2007） を参照されたい。
　２　 B a s e of  econ om i c P y r a m i d（ 経済ピラミッドの底辺） の略で、貧困者のことを指す。
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者、流通業者、あるいは小売業者として位置づ

け、バリューチェーン
３
に組み込んだビジネス

として成立し、かつ規模を拡大できる事業モデ

ル」 とし、「 慈善事業や社会的責任活動（ C S R ）
と一線を画した、企業の本業としてビジネスを

行うモデル」 と定義している（ J en k i n s  et  a l .  
2011、２頁）。
　インクルーシブ・ ビジネスの発想は、 B O P
ビジネス（ P r a h a l a d  &  H a r t  2002） を出発点
としている。

　菅原（ 2011、 35頁） によれば、これらの初期
のB O P ビジネス論は、貧困層を「 消費者」 あ
るいは「 顧客」 として捉え、彼らの消費を引き

出すために、いかに対応するべきかについて論

じられたが、その後10年間で進展を遂げ、貧困
層をビジネスの「 パートナー」として位置づけ、

そのうえでどのようにビジネス展開をすればよ

いのか、といった議論が展開されるようになっ

た。すなわち、「 B O P 市場の中にいかに宝の山
を見つけ出すかという課題から B O P 層と共に
いかに宝の山を創りだすかが新たな挑戦課題」

に発展したとされる（ L on don  &  H ea r t  2011）。
これは、初期のB O P ビジネスを B O P 1 . 0とし
て位置づけると、 B O P 2. 0と定義される。最近
ではさらに、 B O P 3. 0として B O P をエコシス
テム

４
として捉えるモデル（ C añequ e &  H a r t  

　３　バリューチェーンは、 P or t er （ 1985） が提案した概念であり、製品やサービスが流通経路の川上から川下へと流
れていく中で付加価値が追加されていく仕組みを価値システムといい、構成要素が付加価値を創りだす諸活動及び

創りだされた諸々 の付加価値のつながり（ これが最終的な付加価値をもつとき） を価値連鎖ということができる。

インクルーシブ・ビジネスにおいてはB O P 層をこの価値システムの一員（ 構成要素）としてその中で他の関係者（ 構
成要素） と価値を共創するということを意味しているものと考えられる。

　４　 B O P 層を含むビジネス環境を生態系として捉えるシステム。

図表１ B O P ビジネスの変遷
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2015）が提唱されている（ 図表１）。インクルー
シブ・ ビジネスにおける B O P 層の位置づけは
B O P 1 . 0から2. 0さらには3. 0と進展するに従っ
て、より密接にインクルードされるようになっ

てきていることがわかる。

J en k i n s  et  a l .（ 2011、３頁）では、インクルー
シブ・ ビジネスは、① イノベーション、経済成
長、競争力強化のための新たな機会をもたらす

ことができるため、企業にとって注目すべきビ

ジネスモデルであること、②継続的な補助金の
注入を必要とせず、持続可能で自発的に拡大し

ていくビジネスであり、開発効果を促進する可

能性を秘めているため、二国間のおよび多国間

のドナー、財団、政府、市民社会団体にとって

も興味深いものであること、③貧困者にとって
は、経済的な機会を求め、サービス、選択肢へ

のアクセスが拡大し、生活の向上へとつながる

こと、をメリットとして提示している。

K el l y  et  a l .（ 2015） は、 インクルーシブ・
ビジネス・ モデルの基準として、①弱者のため
の生計費を提供すること、②融通性のある取引
の取り決めを利用すること、③農民と小規模事
業者を支援すること、④現在の市場プレイヤー
のスキルと熟練の上に構築すること、 ⑤中期的
な拡張性があること、⑥多様な収入の流れを許
容すること、をあげている。

（ ３） コレクティブ・ インパクト （ collective 

impact）

　 コレクティ ブ・ インパクト は、 K a n i a  &  
K r a m er  （ 2011） が提唱した概念で、「 複数の異
なるセクターから集められた重要なアクター５

のグループが、特定の社会問題を解決するため

の共通の課題に専心すること（ p . 36）」 と定義

される。そして、コレクティブ・ インパクト・

イニシアチブは、単なるコラボレーションとは

異なり、「 集権的な社会基盤をもち、共有され

た統制６、継続的なコミュニケーション、及び

すべての参加者の間で相互に補強される活動を

含む（ p . 38）」 ものとされる。コレクティブ・
インパクトの要件として、つぎの５つがあげら

れる（ K a n i a  &  K r a m er  2013）。
①共通の課題（ C om m on  A g en da）
　すべての参加者は、問題の共通の理解と合意

された行為を通じた共同の解決を含む変革のた

めのビジョンを共有する。

②共有された統制
　すべての参加者に対する一貫したデータの収

集と結果の測定は、参加者の努力の一貫性と参

加者の相互の責任負担を担保する。

③活動の相補的な補強
参加者の活動は、相互に補強する行動の計画

を通して整合させられている間は、それぞれ識

別されなければならない。

④継続的なコミュニケーション
信頼を築き、相互の目的を保証し、共通のモ

チベーションを創出するためには、一貫した、

オープンなコミュニケーションが必要である。

⑤支援のバックボーン
　コレクティブ・ インパクトを創出し、マネー

ジするには、全体のイニシアチブと参加する組

織及び機関の調整のためのバックボーンとして

支援するスタッフと特定のスキルを持った別の

組織が必要である。

３．PBSP訪問について７

（ １） 概要

P B S P は、フィリピン最大のビジネス主導の

５ 政府（ 国、地方自治体）、企業、第三セクター、 N G O、 N P O、民衆組織、個人（ 社会的弱者、貧困者等を含む）
その他、利害関係者集団を含む。

６　原文では、“ s h a r ed m ea s u r em en t ” となっており、直訳すれば「 共有された測定」 となるが、内容として測定と
管理となっているので、ここでは「 共有された統制」 とした。

７ 面談時のブリーフィングと配布された2017年度のアニュアルレポートによる。
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N G O であり、戦略的な企業市民の先陣を切り、
ビジネスセクターでのリーダーシップを握り、

社会の持続的発展と貧困削減に貢献している。

P B S P の設立の経緯は、 1970年に50人のフィリ
ピン財界のリーダーが集まり、それぞれの会社

の税引前純利益の１％を貧困削減プログラムの

ために蓄えることを誓約し、その実行機関とし

て1970年12月に設立された。 P B S P は、ベネズ
エラの企業の社会的活動に関する「 地域社会の

ためのボランティ ア活動の配当（ D i v i den d o 
V ol u n t a r i o  p a r a  l a  C om u n i da d） モデル」 に
基づき、フィリピンにおける社会及び経済のプ

ロジェクトとプログラムに出資と技術及び管理

の支援を行っている。

P B S P は、大規模で複雑かつ体系的な問題を
解決するために、「 コレクティブ・ インパクト

戦略」 を採用することによって規模の拡大を

図っている。すなわち、 P B S P はイニシアチブ
の整合性と持続可能性を確保するために、コレ

クティブ・ エンゲージメントのためのプラット

ホーム（ P l a C E s :  P l a t f o r m  f o r  C o l l e c t i v e 
E n g a g em en t） を組織している。

P B S P は、企業の社会的責任（ C S R ） の風景
が変わるのに応えて、 P B S P の企業市民のブラ
ンドを企業の中核能力に据え、インクルーシブ・

ビジネスを一つの戦略として推進している。

P B S P はまた、社会的投資、責任あるビジネス
プラクティス、及びフィランソロピーを通じて

戦略的に企業と関わり合い続けている。 P B S P
は中核活動領域である健康、教育、自然環境、

生計、及び企業開発の領域で社会的な問題に対

する適切な解決策を提案する。また、企業及び

従業員にいつでも就業できる選択を提供する。

P B S P は、プロジェクトと助成金の管理、イ
ベントと裏方の管理（ ba ck r oom  m a n a g em en t）
を含むコンサルティングを展開するうえでの端

から端までのサービス（ en d-t o-en d  s er v i ce）

を提供してきた実績がある。

（ ２） 現況

P B S P は、マニラ市イントラムロスに本部を
置く N G O で あ る。 議長は、M a n u el  V .  
P a n g i l i m a n（ マニュエル・ V・パンギリマン）で、
役員は25名、会員企業数は、 2018年１月現在、
274社となっている。主な事業は、健康、教育、
環境、生計の４分野における支援（ 財政支援を

含む）、インクルーシブ・ ビジネス、雇用の創

出等である。活動地域は、いくつかの山間部を

除いてフィリピン全国にわたっている。

　総資産はP h p ８  1, 410 , 802 , 640（ 2017年９月末
現在） で、これは約30億3, 900万円（ １ペソ＝
2 . 15430円換算） となる。 流動資産は、 P h p  
989, 836, 969、約21億3, 240万円、非流動資産は
P h p  420, 965, 671、約９億689万円、となる。他方、
流動負債は、P h p  119, 623 , 921、約２億5, 771万円、
非流動負債はP h p  824 , 444, 129、約17億7, 610万
円、ファンドバランスはP h p  466 , 734, 590、約
10億548万円、となっている。
　収入は会員の寄附、補助金、投資収益、小規

模企業の収益等から成っており、合計で P h p  
2 , 829 , 449 , 981、 約60億9, 500万円、税引前の収
支はP h p  28 , 337, 735、約6, 100万円、包括損失
はP h p  23 , 340, 523、約５千万円となっている。

（ ３） ビジョンとミッション、コミットメント

の表明

P B S P のビジョンは、「 ビジネスセクターの
努力によってフィリピンの貧困を減らすことを

主導すること」 となっており、これを実現する

ためのミッションとして「 P B S P は、ビジネス
セクターのリーダーシップの促進と、自力更生

に導く プログラムへのコミットメントによっ

て、貧困を削減することを引き受けること」 と

している。

　８　 P h i l i pp i n e P es o（ フィリピン・ ペソ）
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　そして、コミットメントの表明として次の６

項目を提示している。

①民間企業として、資本、土地、労働力といっ
た資源の創造的かつ効率的な利用によって、

雇用の機会を創出し、社会の経済的能力を拡

大し、国民生活の質を向上させる。

② どこの国においても、もっとも価値の高い資
源は人材である。民間企業のより高い目的は、

人材開発とコミュニティの社会的及び経済的

に健全な状態を構築することである。

③民間企業の成長と活発な発展は、健全な経済
的・ 社会的状況の上に定着する。

④民間企業は、独自の能力に便益を与える社会
に対してその社会的責任を果たさなければな

らない。それは、その企業自身を国家の総合

的な利益のための社会発展にさらに多く包含

されることになる。

⑤民間企業は、社会開発に活発に参加するため
に財務的及び技術的に装備されている。科学

技術的及び管理的能力において民間企業は、

われわれの窮乏したコミュニティにおける社

会開発のためのトータルアプローチを提供す

ることができる。

⑥ 民間企業は、社会の他のセクターとともに、
国のコミュニテイへの義務と責任を分かち合

うことができる。民間企業の究極の目的は、

フィ リピン人の尊厳に値する家庭を創りだ

し、維持することに寄与することである。

したがって、社会的責任をよりよく実行する

ためには、民間企業は社会開発のための収入

を確保しなければならない。 P B S P は民間企
業として、貧困者の社会進出とコミュニティ

の自力更生に貢献することをコミットする。

（ ４） 主要な活動とその現状

①健康プログラム
　国の長期的な成長・ 発展は、究極的には人々

の生産性にかかっている。それゆえ、人々 の健

康問題はその生産性にとって重要な問題といえ

る。 S D G 3でも「 あらゆる年齢のすべての人々
の健康的な生活を確保し、福祉を推進する」 こ

ととされている。したがって、 P B S P でも、健
康問題を第一番目の課題として、プログラムに

取り入れている。とく にフィリピンではお産に

かかわる母子の死亡や乳幼児の死亡率が高く 、

また結核患者が多い。 P B S P では母性保護と結
核予防を中心のテーマに据えている。

・ 母性保護

　フィリピンにおける死産の割合は未だに高

い。健康サービスは利用可能であるものの、母

親のいくらかはこのサービスがあることを知ら

ない。母子共に安全と健康を維持することの重

要性を認識していないために、サービスの存在

を知っている者でも利用しない者もいる。

P B S P では、 母性保護キャ ラバン（ S a f e 
M ot h er h ood  C a r a v a n） を組織し、全国展開し
ている。このキャラバンでは、母性保護のため

の情報を提供し、合併症を防ぐための産前産後

のケアを受けることを薦めている。

　現在まで13, 590人が母性保護の教育又は情報
提供を受け、 2 , 835人が産前産後の保健サービ
スを受けている。

・ 結核対策

　フィリピンはまだ結核患者の多い国の一つで

ある。放置すれば結核は急速に広がり、乳幼児、

小児や老人、貧困者などの弱者が罹患する恐れ

がある。また、成人が罹患すれば一家の働き頭

がいなくなり、医療費負担とともに生活苦に陥

る可能性が高い。 P B S P では、保健省（ D oH :  
D ep a r t m en t  o f  H ea l t h） のナショナル結核コ
ントロールプログラム（ N a t i on a l  T B  C on t r o l  
P r og r a m ） に基づき、遠隔の過疎地に看護婦
を派遣して結核患者の発見に努めるとともに、

薬の供給、多剤耐性結核の症状を発見する最新

鋭の医療機器を投入して積極的な役割を果たし

ている。

　現在までのところ、 225, 125人の患者が発見
され、 26, 717人の患者が本プロジェクトの受益
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者となった。 478の地方自治体が条例を施行し、
結核予防のための資源を配置した。

②教育プログラム
　フィリピンの貧困者の間では、仕事のミス

マッチ、高校卒業者の職場における低い理解力、

及び低い就業機会は、高校卒業者が新基礎教育

カリキュラムを終えた後に直面する問題であ

る。幼稚園から高校までの12年間の義務教育化
という新しい教育制度は有望ではあるが、それ

でもなお関与が必要な領域が多くあり、民間セ

クターの支援が可能である。

P B S P では、会員企業、パートナー及び寄附
者に対してフィリピンの教育の質の向上に共同

で支援するために結集することを呼びかけてき

た。 P B S P の教育プログラムは、学習者の成績
向上と小学校及び高校における修了者の割合

（ coh or t  s u r v i v a l  r a t e）の改善に寄与してきた。
また、必要な技術的なスキルを習得するための

支援をすることによって高校卒業者の従業可能

性を高めることを狙いとしている。これらの目

標は、教育に関する持続的開発目標（ S D G ）
に応えることになる。

　具体的なプログラムはつぎのとおりである。

　・ 全国の公立学校188校に対するさまざまな
形での必要な支援

　・ 1, 203人の学生への必要な通学または学習
の支援

　・ 30校の学校管理者及び49校のP T A に対す
る効果的な学校運営のトレーニング

　・ 水道、トイレ、什器備品等が備わった122
の教室を建設し、 170教室を建設中である。

③環境プログラム
　環境プログラムの主要な課題は、品質がよく

安全な飲料水を持続的に利用ができることであ

る。フィリピンでは1, 600万人が安全な飲料水
を利用することができないし、半分以上の人々

が家庭用の水道を利用することができない。こ

の状況はカガヤン渓谷、セブ、ラグナ、パンパ

ンガといった主要な河川流域の枯渇が予想され

る2025年にはさらに悪く なることが予想され
る。このことは健康と衛生上の問題を悪化させ

ることになる。

P B S P の環境プログラムは水のセキュリ
ティ、河川の流域の再生、及びレジリエントな

コミュニティを創ることにある。コミュニティ

に安全な飲料水を供給し、河川の流域は大規模

な植林を通じて積極的な再生を行う。

　・ 18 , 955人（ ルソン地区3, 185人、ビサヤ地
区14, 486人、 ミ ンダナオ地区1, 284人） に
安全な飲料水を供給

　・ 60 h a（ ルソン地区23 h a、 ビサヤ地区35 
h a） の河川流域を植林

　・ 技術支援（ 54の地方自治体における
D R R M システム９開発、 14の地方自治地
における廃棄物管理プログラム） の実施

④生計プログラム
　国家統計局（ N a t i on a l  S t a t i s t i cs  A u t oh r i t y ）
によれば、フィリピンにおける失業率は減少し

続け5. 7％から5. 0％へとなったとされる。しか
し、 240万人以上のフィリピン人が依然として
失業状態にある。さらに悪いことに、職を持っ

たフィリピン人のほとんどが依然として貧困状

態にあることである。このことは世界銀行の調

査でも示されている。

　フィリピンの貧困の軽減を支援するために、

P B S P の「 生計開発（ L i v el i h ood D ev el opm en t）」
では、就業機会を創りだすこと、及び貧困者の

生活状況を改善するための収入の改善を目的と

している。その戦略の一つが、さまざまな企業

で採用されているビジネスモデルであるインク

ルーシブ・ ビジネスを通じたものである。こう

した戦略は、 P B S P の長期的な目標である国連
のS D G 8（ すべての人のための持続的、包摂的
かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用お

　９　 D i sa s t er  R i s k  R edu ct i on  a n d M a n a g em en t  S y s t em の略で、翻訳すれば「 災害リスク軽減・ 管理システム」 と
なる。
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よびディーセント ・ ワーク―働きがいのある人

間らしい ―仕事 を推進する） 及びS D G 17（ 持
続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グ

ローバル・ パートナーシップを活性化する） に

寄与するものである10。

　・ 1, 828家庭が多様な生計プログラムに携わ
り、 342人の個人及び400以上の家庭が収入
向上の機会を獲得した。

　・ 570人の個人が、生産スキルの向上のため
の訓練を受講

　・ 4, 852の零細企業及び小規模企業へP h p  
２億５百万（ 約４億4, 160万円） の貸付

⑤開発資金プログラム
　フィリピンには109,999社の貧しい企業が存在
するが、公式の金融機関の融資を受けられるの

はこうした企業の33.2％にすぎない。実際に、フィ
リピンでは、零細企業、小規模企業、中小企業

（ M S M E s :  M i cr o,  S m a l l ,  M edi u m  E n t er pr i s es）
が99.5％を占めているが、融資の機会は多くない。
　こうした深刻な後退は、企業の成長を阻害す

るばかりでなく 、地方の発展の遅延をもたらし、

またフィリピンのグローバルな競争力にも影響

を与える。とくに来るべく東南アジア諸国連合

の統合に暗い影を落とすことになる。

P B S P は、M S M E s が経済の主要なドライ
バーであり雇用創出機関としての役割を持って

いることを認識しており、開発資金プログラム

を通じて、起業、拡大、再建といったM S M E s
の資金需要に応えてきた。すなわち、P B S P は、
貯蓄銀行、農業銀行、協同組合銀行、 N G O 及
びマイクロファイナンス機関といった認証され

たルートに対するホールセールクレジットを通

じてM S M E s がより持続的で国の発展に貢献
するためのよりよいポジションを得るための支

援を行っている。

　・ 115, 704件の中小企業クレジットを通じた
貧困者の起業家への支援（ 就職または収入

増）に対する P h p  45億（ 約96億９千５百万
円） の拠出

　・ 25 , 960  人に対する仕事の提供、 89, 744人の
従業者に対する収入の継続

　・ M I D A S 11
プログラムによる台風ヨランダ

によって損害を被ったM S M E s  39, 980社
への事業再建の支援

⑥ インクルーシブ・ ビジネス
　インクルーシブ・ ビジネスすなわちビジネス

のバリューチェーンへの低所得コミュニティの

直接参加者としての統合は、企業の目的と社会

の目的のバランスをとるというパラダイムシフ

トとして、およびインクルーシブな成長という

国の要請に対するビジネス対応として、の両方

において理想的である。

2016年に、P B S P は継続的な議論の場の提供、
ビジネスとコミュニティの生産者とのパート

ナーシップの促進、コミュニティがより熟達し

た供給者となることの支援を含むインクルーシ

ブ・ ビジネスに関する情報とサービスの提供の

ためのワンストップショップとしてインクルー

シブ・ ビジネスセンターを設置した。

　インクルーシブ・ ビジネスセンターでは、各

種のワークショップの開催、出版物の出版の他、

インクルーシブ・ ビジネスについてのプロモー

ションを積極的に展開している。

⑦ エンプロイー・ エンゲージメント 12（ 従業員

エンゲージメント）

　毎年、多様な企業の多く の従業員が１日を

P B S P とその会員が支援するコミュニティのた
めに彼らのできることで奉仕を行っている。例

10　 国連開発計画（ U N D P ） 駐日代表事務所（ h t t p : / / w w w . j p. u n dp . or g / con t en t / t ok y o/ j a / h om e/ s u s t a i n a b l e-
dev el opm en t -g oa l s . h t m l）、 2018年12月３日アクセス。

11 M i cr o-E n t er p r i se D i s a s t er  A s s i s t a n ce F u n d f or  R es i l i en cy （ 零細企業災害復興支援基金）
12　エンプロイー・ エンゲージメントは、人的資源管理の分野で注目されているマネジメント概念で、「 組織に貢献
しようという従業員の自発的な姿勢・ 行動」 と定義されている（ 橋場2013、 255頁）。
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えば、学校の開校に向けた教室や椅子の塗装、

植樹、 または数ペソの寄附による G i f t  of  
C h a n g e（ 釣銭のギフト）、 P B S P の従業員ボラ
ンティアのための在庫の製品など、である。

　社会開発を通じた国家建設においてビジネス

が極めて重要な役割を果たすことの認識が高ま

るにつれて、多くの企業が、自らの企業の社会

的責任（ C S R ） の一環としてコミュニティ支
援をするにとどまらず、彼らの従業員が従業員

の側から行う社会貢献のためのプラットホーム

を提供している。

P B S P は、これらの従業員ボランティアを、
彼らの会社の擁護の下での個人的な関与を通じ

て、自分のプロジェクトまたは自分自身の理由

と個人的な支持とが一致することを確実なもの

にするための橋渡しをすることを通じて、変革

のエージェント、影響を与える者、正しい成長

と変革の推進者となるように奨励している。

P B S P のこの要請に応え、いくつかは小規模
で単純なものではあるが、それにもかかわらず

生活の向上というより大きな目的に貢献する活

動に乗り出す従業員の数が急増している。

　・ 学校への貢献2, 494件（ ルソン地区2, 299件、
ビサヤ地区195件）

　・ 植樹1, 578件（ ルソン地区568件、ビサヤ地
区1, 010件）

　・ 読書会83回
　・ S O S  M a r a w i 13への支援902件
・ マングローブの植樹213件（ ビサヤ地区の
み）

　・ その他912件（ ルソン地区のみ）

（ ５） 戦略計画の目標と業績の評価

2016年～2017年のP B S P の業績のレビュー
は、 P B S P の2017年から2021年の５年間の戦略
計画に基づき、つぎの３つのゴールに焦点を合

わせている。

①共有価値の創造
　生活の質（ qu a l i t y  o f  l i f e） の改善によるコ
ミュニティの自力更生とレジリエンスの建設へ

の企業のエンゲージメントを向上させる。

②優れた運営の達成
　適時で適切なサービスをステークホルダーに

効率的に提供する。

③私たちの人びとへの投資
　能力があり、積極的で配慮のあるスタッフの

育成。

P B S P は、組織の業績を定義し、測定し、管
理するための公平で適切な業績管理システムを

構築した。業績評価はバランスト ・ スコアカー

ド（ B a l a n ced  S cor eca r d） の枠組みを規程され
たツールとし、それに基づき、 P B S P 全体、事
業単位（ bu s i n es s  u n i t）、および個 の々従業員

の業績をそれぞれ評価する。

・ 指標１： プログラム運営の有効性

　対象とするコミュニティの健康、教育、環境、

生活における開発の成果を改善する。

① ―ニーズに基づくイノベ ティブで体系的な

開発ソリューションへのアクセスの増加

②企業市民（ cor por a t e ci t izen sh i p） の最大化
③多様な部門との戦略的なパートナーシップ
の強化

・ 指標２： 財務管理

　資源利用を最適化する。

④多様な収入源の拡大
⑤合理的な運営費の維持
・ 指標３： ビジネスプロセス

　サービスの提供を改善する。

⑥ リスク管理と事業の継続性の強化
⑦ コミュニケーションの改善
・ 指標４： 組織の能力（ or ga n izat ion a l  ca paci t y ）
　ブランドの評判を（ br a n d  r epu t a t i on） を強

13 M a r a w i はフィリピン・ミンダナオ島の西部南ラナオ州の州都であるが、ここでの紛争の結果、影響を受けた人々
の支援活動。
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化し、維持する。

⑧ ナレッジの能力の構築
⑨ 人的資源の合致と能力の改善
⑩ 組織の業績管理の強化

４．おわりに

P B S P はフィリピンでも最古参の、そして最
大級のN G O の一つであり、その活動は非常に
活発であり、多くの実績を残している。しかも

インクルーシブ・ ビジネス、コレクティブ・ イ

ンパクト、従業員エンゲージメント、バランス

ト・ スコアカードといった新しいビジネスコン

セプトをタイムリーに実践するなど、革新的な

活動を展開してきた。

　しかし、１億490万人（ 2017年現在） の人口
を抱えるフィリピンの人々 の大半が未だに貧困

状態にあり（ 貧困ラインおよび生活実態をどの

ように捉えるかにより異なるが、現地の研究者

との議論では、人口の約80％）、個々のN G O
の活動だけでは、貧困問題を解決することは困

難である。

　筆者が、現地の有力なN G O（ 例えば、G a w a d 
K a l in g a 14、 P R R M 15、C A R D 16、 P B S P ） やN G O
の認証機関（ P C N C 17

） 及び研究機関（ A t en eo 
d e M a n i l a  U n i v er s i t y 、 U n i v e r s i t y  o f  S a n  
C a r l os、 U n iv er s i t y  of  t h e E a s t） の関係者と議
論をしてきたのは、こうしたN G O の活動が現
時点では基本的に「 スタンドアロン」 の状態で

あり、「 ネットワーク」 化されていないことであ

る。デファクトスタンダードのインフラストラ

クチャとして「 インターネット」 が世界中に普

及している現在、このインフラストラクチャを

利用したネットワーキングの構築とそれをベー

スとしたコラボレーションが可能であることを

考えると、 P B S P のみならず多くのN G O、そし

て日本のN P O の活動のネットワーク化による
貧困問題への取り組みこそが、本格的な貧困問

題の解決に寄与することになるものと考えられ

る。
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